
令和７年度 第 1回和泉市社会教育委員会議 

 

■日時：令和８年３月３日（火）午後１時００分～ 

■場所：和泉市役所本館３階 庁議室 

 

次     第 

 

 

１．教育長挨拶 

 

２．委員等紹介 

 

３．議案 

（１）令和８年度社会教育関係団体に対する補助金の交付（案）について 

（２）生涯学習推進委員会の廃止に伴う生涯学習スポーツ推進計画の進行管理について 

 

４．報告 

（１）令和７年度 生涯学習部関係の主な事業の実施状況について 

（２）令和８年度 生涯学習部関係の主な事業の実施予定について 

（３）令和７年度 社会教育委員会議・研修等の実施状況について 

（４）令和８年度 社会教育委員会議・研修等のスケジュールについて 

 

５．その他 

 



（順不同・敬称略）

№ 氏　名 所　　　属 備　考 任　期

1 葛城
かつらぎ

　有
ゆ

理
り

子
こ

和泉市小学校校長会
令和7年8月1日から
令和８年7月31日まで

2 坂井
さかい

　庸一
よういち

郎
ろう

和泉市中学校校長会
令和7年8月1日から
令和８年7月31日まで

3 上西
うえにし

 恵子
けいこ

和泉市文化協会
令和６年8月1日から
令和８年7月31日まで

4 澤村
さわむら

　直幸
なおゆき

和泉市青少年指導員協議会
令和６年8月1日から
令和８年7月31日まで

5 上田
うえだ

　佐和子
さわこ

和泉市こども会育成連絡協議会
令和６年8月1日から
令和８年7月31日まで

6 金谷
かなたに

 忠男
ただお

和泉市スポーツ推進委員協議会
令和６年8月1日から
令和８年7月31日まで

7 辻本
つじもと

　久子
ひさこ

和泉市ＰＴＡ協議会
3号委員

（家庭教育の向上に資する
活動を行う者）

令和６年8月1日から
令和８年7月31日まで

8 岩田
いわた

 考
こう 桃山学院大学

（社会学部教授）
令和６年8月1日から
令和８年7月31日まで

9 井上
いのうえ

　敏
さとし 桃山学院大学

（経営学部教授）
令和６年8月1日から
令和８年7月31日まで

10 該当者なし 公募による市民 5号委員 －

【和泉市社会教育委員名簿】

1号委員
（学校教育関係者）

2号委員
（社会教育関係者）

4号委員
（学識経験者）
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坂井委員 上田委員
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令和７年度第１回和泉市社会教育委員会議

配  席  表

葛城委員 澤村委員

井上副議長

○



 

【和泉市社会教育委員に関する条例】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社会教育法】抜粋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（目的） 

第１条 この条例は、社会教育法（昭和24年法律第207号）第18条の規定に基づき、社会教育

委員の設置、委嘱の基準、定数、任期その他必要な事項を定めることを目的とする。 

（設置） 

第２条 教育委員会に、社会教育委員（以下「委員」という。）を設置する。 

（委嘱の基準） 

第３条 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

(1) 学校教育関係者 

(2) 社会教育関係者 

(3) 家庭教育の向上に資する活動を行う者 

(4) 学識経験者 

(5) 公募による市民 

（定数） 

第４条 委員の定数は、10人以内とする。 

（任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

２ 補欠として委嘱された委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 前項の規定にかかわらず、委員に特別の事情が生じた場合には、教育委員会は、その任期

中であっても、これを解嘱することができる。 

（その他必要な事項） 

第６条 この条例に定めるもののほか、社会教育委員に関し必要な事項は、教育委員会規則で

定める。 

第四章 社会教育委員  

（審議会等への諮問）   

第１３条  国又は地方公共団体が社会教育関係団体に対し補助金を交付しようとする場合は、

あらかじめ、国にあっては文部科学大臣が審議会等で政令で定めるものの、地方公共団体にあ

っては教育委員会が社会教育委員の会議（社会教育委員が置かれていない場合には、条例で

定めるところにより社会教育に係る補助金の交付に関する事項を調査審議する審議会その他

の合議制の機関）の意見を聴いて行わなければならない。 

（社会教育委員の設置）  

第 15条 都道府県及び市町村に社会教育委員を置くことができる。  

２  社会教育委員は、教育委員会が委嘱する。  

（削除）  

第 16条  削除  

（社会教育委員の職務）  

第 17条  社会教育委員は、社会教育に関し教育委員会に助言するため、次の職務を行う。  

一  社会教育に関する諸計画を立案すること。  

二  定時又は臨時に会議を開き、教育委員会の諮問に応じ、これに対して、意見を述べること。  

三  前二号の職務を行うために必要な研究調査を行うこと。  

２  社会教育委員は、教育委員会の会議に出席して社会教育に関し意見を述べることができ

る。  

３  市町村の社会教育委員は、当該市町村の教育委員会から委嘱を受けた青少年教育に関す

る特定の事項について、社会教育関係団体、社会教育指導者その他関係者に対し、助言と指

導を与えることができる。  

（社会教育委員の委嘱の基準等）  

第 18 条  社会教育委員の委嘱の基準、定数及び任期その他社会教育委員に関し必要な事項

は、当該地方公共団体の条例で定める。この場合において、社会教育委員の委嘱の基準につ

いては、文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。 



【和泉市社会教育委員会議規則】抜粋 

（趣旨） 

第１条 この規則は、和泉市社会教育委員に関する条例（昭和45年和泉市条例第７号）第６条の

規定に基づき社会教育委員（以下「委員」という。）の会議運営等に関し必要な事項を定める

ものとする。 

（平26教委規則６・一部改正） 

（議長及び副議長） 

第２条 委員の会議（以下「会議」という。）には、委員の互選による議長、副議長各１人を置く。 

２ 議長及び副議長の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（平26教委規則６・一部改正） 

（議長及び副議長の職務） 

第３条 議長は、会議を招集しこれを主宰する。 

２ 副議長は、議長を補佐し議長に事故がある時、又は欠けたときはその職務を代理する。 

（会議の招集） 

第４条 会議は、必要ある場合に招集するものとする。 

２ 会議の招集は、開催の日時、場所及び付議すべき事件をあらかじめ通知して行う。 

（会議の定足数及び議決） 

第５条 会議は、委員の半数以上の出席がなければこれを開くことができない。 

２ 会議の議決は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは議長の決するところ

による。 
 

 



所　管　課

令和7年度予算額 13,619,000 円

令和8年度予算額 13,619,000 円

令和7年度予算額 1,887,000 円

令和8年度予算額 1,737,000 円

令和7年度予算額 1,333,000 円

令和8年度予算額 1,333,000 円

令和7年度予算額 1,540,000 円

令和8年度予算額 1,540,000 円

令和7年度予算額 1,230,000 円

令和8年度予算額 1,230,000 円

※上記の社会教育関係団体は、社会教育法第１３条の規定に基づき補助金の交付を予定している団体

4 和泉市ＰＴＡ協議会
生涯学習推進室
生涯学習担当

5 和泉市こども会リーダークラブ
生涯学習推進室
生涯学習担当

2 和泉市青少年指導員協議会
生涯学習推進室
生涯学習担当

3 和泉市こども会育成連絡協議会
生涯学習推進室
生涯学習担当

令和8年度社会教育関係団体に対する補助金の交付について 

（順不同）

社　会　教　育　関　係　団　体　名 備　　　考

1 和泉市文化協会
生涯学習推進室
生涯学習担当

議案１



生涯学習推進委員会の廃止に伴う生涯学習スポーツ推進計画の進行管理について 

 

１．廃止の理由 

 現在、生涯学習推進室が所管する「生涯学習推進委員会」については、『和泉市生涯学習推進プラ

ン』（平成１４年３月策定）に基づき、一元的・一体的な生涯学習施策の推進を図るため、実務的な

生涯学習施策の推進に向けた司令塔の役割を担うものとして、平成２４年に設置された。 

 『和泉市生涯学習推進プラン』の後継計画である『第２次和泉市生涯学習推進プラン』（計画期

間：Ｈ２５年度～Ｒ４年度）の策定については、同委員会を中心に計画策定を行い、計画の推進を

図ってきたが、令和４年度に計画期間の満了を迎え、同委員会は一定の役割を終えたことから、廃

止するものである。 

 なお、現計画である『生涯学習・スポーツ推進計画』（計画期間：Ｒ５年度～Ｒ１４年度）の推進

については、社会教育・青少年教育等について審議・助言等を行う「社会教育委員会議」がその役

割を担うものとする。 

 

２．両会議の比較 

会議名称 生涯学習推進委員会 社会教育委員会議 

根拠法令 
附属機関に関する条例 

生涯学習推進委員会規則 

社会教育法 

社会教育委員に関する条例 

社会教育委員会議規則 

設置年 平成２４年６月 昭和４５年３月 

担任事務 

・講座、講習、イベント等の企画及び調

整 

・自主的な生涯学習活動の支援に向け

た方針検討並びに生涯学習施策の総合

的な推進に向けた調査及び審議（生涯

学習・スポーツ推進計画の進行管理を

含む） 

・社会教育関係団体に対する補助金交付

に関する意見 

・社会教育に関する教育委員会への助言

（社会教育に関する諸計画の立案など） 

・青少年教育に関する特定の事項につい

て、社会教育関係団体等に対する助言と

指導 

定数（実人数） １２人（９人） １０人（１０人） 

委員構成 

【１号委員（関係団体の代表）】 

文化協会 

ＰＴＡ協議会 

こども会育成連絡協議会 

こども会リーダークラブ 

青少年指導員協議会 

体育協会 

いずみ識字ボランティアの会 

【２号委員（学識経験者）】 

桃山学院大学 

【３号委員（公募市民）】 

公募市民 

【１号委員（学校教育関係者）】 

小学校校長会 

中学校校長会 

【２号委員（社会教育関係者）】 

文化協会 

青少年指導員協議会 

こども会育成連絡協議会 

スポーツ推進委員協議会 

【３号委員（家庭教育の向上に資する活

動を行う者）】 

ＰＴＡ協議会 

【４号委員（学識経験者）】 

桃山学院大学２名 

【５号委員（公募市民）】 

公募市民 

議案２ 



３．（新）社会教育委員会議 委員構成（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ポイント） 

・小学校長・中学校長については、学校教育関係者の代表として１つに統合する 

・生涯学習・スポーツ推進計画については、読書にかかる分野も含まれていることから、生涯学習・

スポーツ・読書分野の横断的な連携を図るため、図書館ボランティア代表に新たに参画いただく 

 

４．統合に向けたスケジュール（案） 

 

令和８年３月   社会教育委員会議、生涯学習推進委員会の両会議で審議 

令和８年４月   第４回定例教育委員会にて意見交換 

令和８年５月   第５回定例教育委員会にて審議 

令和８年６月   和泉市議会第２回定例会に条例改正案を提案 

令和８年７月   社会教育委員任期満了 

令和８年８月   新社会教育委員任期開始 

【～令和８年７月】社会教育委員（10人以内） 【令和８年８月～】(新)社会教育委員会議（10人以内）

1 小学校長（学校教育関係者）

2 中学校長（学校教育関係者）

3 文化協会（社会教育関係） 2 文化協会（社会教育関係）

4 青少年指導員協議会（社会教育関係） 3 青少年指導員協議会（社会教育関係）

5 こども会育成連絡協議会（社会教育関係） 4 こども会育成連絡協議会（社会教育関係）

6 スポーツ推進委員協議会（社会教育関係） 5 スポーツ推進委員協議会（社会教育関係）

7 PTA協議会（家庭教育の向上に資する活動を行う者） 6 PTA協議会（家庭教育の向上に資する活動を行う者）

8 桃山学院大学（学識経験者） 7 桃山学院大学（学識経験者）

9 桃山学院大学（学識経験者） 8 桃山学院大学（学識経験者）

10 公募市民 9 図書館ボランティア代表（社会教育団体）

10 公募市民

1 小学校長または中学校長（学校教育関係者）



事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

【生涯学習担当】

①コミュニティセンター管理運営
事業

46,908
（68,993）

・ 施設の維持管理と文化活動及びコミュニティ活動のための貸館業務を実施する。 ■コミュニティセンター管理運営事業
施設の維持管理と文化活動及びコミュニティ活動のための貸館業務を実施。
【指定管理者】（株）JTBコミュニケーションデザイン
【指定管理期間】令和6年4月1日～令和11年3月31日

②国際交流事業 19,052
（986）

・ 友好都市・中国江蘇省南通市、姉妹都市・米国ミネソタ州ブルーミントン市との交流を通
じ、相互理解と友好親善を深め、国際感覚を養うことにより、国際化に対応できる人材の
育成に取り組む。
令和７年度は市内中学生10名を姉妹都市である米国ブルーミントン市へ派遣する。
友好都市である中国・江蘇省南通市から代表団を受入れ、万博でコラボステージを実施す
る。

■交換学生派遣事業
姉妹都市・米国ブルーミントン市へ、市内中学生10名及び随行者2名を派遣した。派遣先
米国の伝統及び自然・文化等に接してもらい、また学生たちや市民との交流を通して相互
理解と友好親善を深め、国際感覚を養うことにより、国際化に対応できる人材の育成を
図った。
【派遣期間】令和７年８月７日～令和７年８月１７日

■南通市万博代表団受入事業
友好都市・中国江蘇省南通市から、万博での皷聖泉とのコラボステージのため代表団を受
け入れ、市民レベルの交流を図るとともに、中国の伝統や文化等に接し、相互理解と友好
親善を深めた。
【受入れ期間】令和７年７月２５日～令和７年７月２８日
【内容】
・７月２６日　２０２５年大阪・関西万博 和泉市民還元音楽祭（和泉シティプラザ　弥生の風
ホール）にて万博に出演するパフォーマンスの披露
・７月２７日　友好都市・中国江蘇省南通市の南通芸術劇院といずみ太鼓 皷聖泉のコラボ
レーションステージ(大阪・関西万博会場　EXPOアリーナ「Matsuri」）にてパフォーマンス
の披露

■日本と世界の子どもの作品展
3つのテーマ「世界平和」・「地球環境問題」・「国際交流」を掲げ、絵画等の展示を行った。市
内で展示後、南通市、ブルーミントン市、台湾で交換展示を実施。
対象者：①市内小・中学校、義務教育学校、特別支援学校小・中学部に通う児童及び生徒 
②市内幼稚園、保育園、認定こども園に通う園児
日時：令和７年１１月１５日（土）、１６日（日）
場所：和泉シティプラザ
作品数：２０８点

③友好姉妹都市交流事業
（9,867）

・ 「② 国際交流事業」に統合

④文化芸術振興事業 36,990
（38,748）

・ 市民の自主的な文化芸術活動促進のため、和泉市文化協会に活動補助金を交付する。
生涯学習センターを管理運営する(一財)和泉市公共施設管理公社に文化芸術振興事業補
助金を交付する。
いずみ太鼓の振興と発展、市民参加促進のため「いずみの国太鼓クリエイション」を開催す
る。

■文化芸術の振興
市民の自主的な文化芸術活動促進のため、和泉市文化協会に活動補助金を、生涯学習セ
ンターを管理運営する(一財)和泉市公共施設管理公社に文化芸術振興事業補助金を交
付。

■いずみの国太鼓クリエイション202５
和泉市に創出された「いずみ太鼓」の振興・発展及び市民参加の促進を図るため、「いずみ
の国太鼓クリエイション２０２５」を開催。
日時：令和７年１２月６日（土）、７日（日）
場所：弥生の風ホール
来場者数：1,031人

令和７年度 生涯学習部関係の主な事業の実施状況について

資料１
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

⑤市民文化祭事業 3,825
（3,914）

・ 市民文化の向上と発展を促進するため、市民文化祭を開催する。 ■第69回和泉市民文化祭
市民文化の向上と発展を促進するため、「第6９回和泉市民文化祭」を開催。11月３日の式
典と同日で市民ステージ（一般参加者のステージ）を開催したほか、展示部門については、
文化協会と一般参加の方の作品展示を２期開催から１期開催に集約して開催し、多くの方
が来場された。
日時：令和７年１０月５日(日)～令和７年１２月２１日(日)
来場者数：展示部門第１期～第２期　11,820人
　　　　　　 演技部門　4,056人
　　　　　　 計 15,876人

⑥生涯学習センター管理運営事業 533,433
(341,717)

・ 和泉市生涯学習センター（生涯学習センター及びサポート館）施設の維持管理と各種教室・
ホール事業等を実施する。

■生涯学習センター管理運営事業
施設の維持管理と各種教室・ホール事業等を実施。
（生涯学習センター）
【指定管理者】（一財）和泉市公共施設管理公社
【指定管理期間】令和３年4月1日～令和8年3月31日
（生涯学習サポート館）
【指定管理者】（株）ビケンテクノ
【指定管理期間】令和３年4月1日～令和8年3月31日

■和泉シティプラザ中央監視システム更新業務
自動制御・中央監視システムは、当該施設において空調・電子錠・警報機器といった様々な
設備を総合的に監視・制御しているものであり、施設運営には必要不可欠なものです。しか
しながら、このたび現在使用している本システムのメーカーより、更新部品の一部が生産中
止となる報告を受け、今年度本システムの部分更新を実施した。

■和泉市生涯学習サポート館事業の廃止について
和泉市議会第３回定例会　厚生文教委員会において、和泉市生涯学習サポート館事業の廃
止について協議会報告を行った。
【内容】
生涯学習サポート館が担ってきた生涯学習センターの補完施設としての役割は果たし終
え、また、スポーツ施設の役割を担う体育室並びにトレーニング室についても、周辺の状況
を鑑みるとコミュニティ体育館や民間施設等で利用需要を賄えると判断できることを踏ま
え、次期指定管理期間（令和８年度～令和１２年度）の終了をもって、生涯学習サポート館事
業を廃止する。

⑦社会教育研究調査事業 2,221
（2,126）

・ 市ＰＴＡ協議会に活動補助金を交付する。
社会教育活動の振興・発展を図るために必要な調査・研究を目的に、社会教育委員会議を
開催する。

■生涯学習・社会教育の推進
市ＰＴＡ協議会に活動補助金を交付。

⑧生涯学習講座事業 1,740
（1,650）

・ 市民の生涯学習機会の充実を図るため、各種講座・教室を開催する。 ■生涯学習機会の充実
市民の生涯学習機会の充実を図るため、各種講座・教室を開催。

⑨識字施策推進事業 4,004
（4,137）

・ 「和泉市識字推進指針」に基づき、識字施策を総合的に推進する。また、外国人の日本語学
習をサポートする日本語サロンを開催する。

■識字施策の推進
「和泉市識字推進指針」に基づき、識字施策を総合的に推進する。日本語学習機会の場とし
て、日本語サロン、和泉読み書き教室、いずみ識字学級を設置。

受講者数（R7年1月末）
日本語サロン（フチュール和泉、和泉シティプラザ）…５３人
和泉読み書き教室（和泉市コミュニティセンター）…８人
いずみ識字学級（和泉市立北部総合福祉会館、旭第二団地集会所、和泉市立人権文化セン
ター）…２０人
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

⑩生涯学習推進計画進行管理事
業

8,298
（8,129）

・ 利用者の更なる利便性向上を図るため、生涯学習に関する様ざまな学びの機会に関わる
情報を集約・発信するＷＥＢサイトである「まNAVI」の改修を行う。
講座、講習、イベント等の企画及び調整、自主的な生涯学習活動の支援に向けた方針の検
討や生涯学習施策の総合的な推進のため、生涯学習推進委員会を開催する。
市民の学習意欲の醸成、活力ある地域社会の実現とまちづくり活動を担う人材の育成を
目的として、「いずみ市民大学」を開催する。

■生涯学習ポータルサイト「まＮＡＶＩ」改修事業
管理システムに検索・並べかえ機能を追加のほか、新規登録の画面に複製機能を追加する
ことで利便性向上を図った。

■生涯学習ポータルサイト「まNAVI」
市が実施する講座等だけではなく、個人や民間団体が開く教室、セミナーやイベントなど、
生涯学習に関する様ざまな学びの機会に関わる情報を集約・発信し、市民の「同じ趣味の
仲間を見つけたい」、「習い事やイベントを探したい」と「教えたい」を繋げることで、和泉市
の生涯学習推進を図ることを目的に、生涯学習ポータルサイト「まNAVI」の運用を開始。
令和７年度アクセス数：284,242件（R８年1月末現在）
令和７年度登録数：321件（R８年1月末現在）

■いずみ市民大学
まちづくり学部は、まちづくり本科、まちづくりスキルアップ学科、観光おもてなし学科の３
学科を開講し、３０人の受講があった。
教養学部では、前期と後期合わせて12講座開催し、６１３人の受講があった。

⑪青少年健全育成支援事業 5,681
（5,860）

・ 青少年の犯罪防止や「こども１１０番の家」運動、地域における青少年指導者の育成等を図
る。

■青少年健全育成支援事業
青少年指導者の育成と青少年健全育成団体への支援を行い、青少年の非行・犯罪被害防
止のための取り組みを行う。
「こども１１０番の家」運動を小学校と連携して実施。
協力世帯・事業所数：2,798件(R８年１月末現在)

⑫はたちのつどい事業 2,129
（1,964）

・ 20歳になることを祝い励ますため、はたちのつどいを開催する。 ■はたちのつどい
20歳を迎える門出を祝い励ますため、はたちのつどいを開催。
日時：令和8年1月12日（月・祝）
場所：和泉シティプラザ
対象者：1,929人
参加者数：1,496人
参加率：77.6％

⑬青少年の家・槇尾山森林浴コー
ス管理運営事業

45,525
（41,209）

・ 青少年の家に隣接する槇尾山森林浴コースを含めた管理運営を実施する。
令和９年４月のリニューアルオープンを目指し、改修工事に着手する。

■青少年の家・槇尾山森林浴コース管理運営事業
青少年の家に隣接する槇尾山森林浴コースを含めた管理運営を実施。
【指定管理者】（公財）大阪YMCA
【指定管理期間】令和７年4月1日～令和８年3月31日
■青少年の家リニューアル
リニューアルオープンに向け、工事に着手した。

⑭図書館管理運営事業 347,774
（346,745

）

・ ２館２室（和泉図書館・シティプラザ図書館・南部リージョンセンター図書室・北部リージョン
センター図書室）に指定管理者制度を導入し、市民のニーズを把握しながら、市民の知りた
い情報や快適な読書空間を提供する。

■図書館管理運営事業
２館２室（和泉図書館・シティプラザ図書館・南部リージョンセンター図書室・北部リージョン
センター図書室）の管理運営を実施。
【指定管理者】（株）図書館流通センター
【指定管理期間】令和３年4月1日～令和8年3月31日

3



事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

⑮子どもの読書活動推進事業 623
（540）

・ 子どもの読書活動推進のための事業を実施するとともに、「和泉市生涯学習･スポーツ推
進計画」に基づき、「和泉市子どもの読書活動推進協議会」を開催する。

■子どもの読書習慣の形成
「和泉市生涯学習・スポーツ推進計画」に基づき、家庭や地域・保育園・幼稚園・学校等と連
携しながら読書習慣形成を促す施策を推進。

■小学生読書おたよりコンクール・中学生POPコンクール
（応募期間）令和７年８月２５日（月）～９月１９日（金）
（募集作品）
おたより…本を読んで、感動したことや印象に残ったことなどを、絵と文章で手紙の形式
で表現したおたより（手紙）
ＰＯＰ…お気に入りの本やおすすめの本を絵と文章で紹介するＰＯＰ
（応募数）
小学生読書おたよりコンクール 低学年の部　４３０点
       　　　　　　　                   　高学年の部　３８７点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計         　８１７点
中学生POPコンクール １９１点

■市内小学新１年生への図書館カード配布
市内小学新1年生の図書館カード未所持者を対象に図書館カードを配布。
（人数）８３１名
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

【青少年センター】
①青少年センター管理運営事業 9,607

（10,015）
・ 青少年センターの効率的な管理運営を通じて、施設の活性化と青少年の健全育成を図る。 ■火災受信機取替修繕

　センター既存の火災受信機は、耐用年数を超過し更新が必要であったため取替修繕を実
施。
■施設の貸し館業務
青少年の健全育成を目的とした団体やグループ、サークルなどの自主的な活動の支援とし
て青少年センターの部屋を提供し、青少年等が主体的に生きる能力を身に付ける環境づく
りと、子育て中の保護者が安心して子育てできる環境づくりを図る。
　利用回数：184回　(利用団体数：9団体）
　利用者延人数：5,355人

②青少年学習活動推進事業 2,077
（2,126）

・ 青少年の学習活動を推進するため、多様な学習・体験・交流の機会を提供する。 ■学習機会提供事業
青少年への学習機会提供として、書道教室を実施。
　実施回数：69回　
　参加延人数：1,35１人
■体験活動推進事業　
学校の長期休み期間を利用し、様々な教室や野外活動等の、青少年の体験活動（ユースゼネレーショ
ン）を実施。今後、冬休み、春休み（3月）にも実施予定。
　・春休み（4月）　　
　　　実施回数：6講座　　参加人数：77人
　・夏休み
　　　実施回数：25講座　　参加人数：369人
　・冬休み
　　　実施回数：1講座　　参加人数：19人
■交流促進事業
異なる学校、学年の子どもたちとふれあうことにより交流を図り、相互理解を促進。
　・ふれあいサタデー（土曜日に年間1４日を予定） 
　　実施回数：２２講座　　参加人数：２８０人
　　内容：クッキング、かんたん工作、おやつ作りなど　　　
　・野外活動事業
　　実施回数：3講座　和泉市立青少年の家他　　参加人数：62人
　　内容：デイキャンプなど
　・親子ふれあい事業
　　実施回数：1講座　　参加人数：２２人
　　内容：親子で楽しむeスポーツ体験
　・青少年フェス（年度に1回）
　　参加人数：37人
　　内容：おやつ作り＆屋台遊びなど
■青少年スポーツ活動事業
スポーツへの興味関心の向上や多くの人との出会いと交流を図る。
　　実施回数：3講座　　参加人数：37人
　　内容：はじめてのサッカー教室、はじめてのテニス教室など
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

③青少年自主活動支援事業 752
（754）

・ 青少年の自主活動促進、人権学習、ボランティア活動やレクリエーション活動の育成・支援
を行う。

■青少年自主活動支援事業
人権・防災・平和・自然環境保護問題を学習する講習講座や体験学習、施設見学を通じて、
青少年の健全な育成と人権意識の向上を図る。
　　実施回数：５講座　　参加人数：８７人
　　内容：戦時中の天王寺動物園、京都水族館で学ぶSDGsなど
■青少年育成事業
レクリエーション活動の場でレクリエーションリーダーとして活躍するために必要な能力習
得を図る。
　　実施回数：１講座　　参加人数：17人
　　内容：防災訓練・煙霧体験
■青少年男女共同参画事業
性別を問わずたのしめるニュースポーツを実施することで、男女共同参画社会の実現に寄
与する。
　・ニュースポーツあそび　「ビーンボーリング」、「トリコロキューブ」など
　　実施回数：2講座　　参加人数：36人
■青少年国際交流、国際理解事業
外国人とのコミュニケーション能力の向上をはじめ、青少年の国際理解を図ることを目的
として、外国の暮らしや食べ物・遊びを学ぶ。
　　実施回数：３講座　　参加人数：６２人
　　内容：韓国料理教室、中国料理教室、英語でクリスマスパーティー

④青少年センター子育て支援事業 17,843
（17,791）

・ 保護者の子育て支援のため、学習機会の提供や子どもが安全に活動できる場を提供する。 ■施設開放事業（土・日曜、祝日）
　 開放日数：77日　利用者数：391人
■子ども電話相談事業(通称チャイルドライン)
子どもたちが、気軽に電話をかけられる子ども電話相談窓口を開設。また、10月以降に電
話相談の受け手ボランティアの養成講座及び公開講演会を開催予定。 
（電話相談）回数：51回　件数：1,690件　
（講 演 会） 回数：　1回　参加人数：７９人
（養成講座）回数：１０回　参加延人数：４８人
■子育て学習機会提供事業（ひまわりランド）　
保護者と子どもが一緒に楽しめる講座を実施。
　　実施回数：12講座　　参加人数：252人
　　内容：子育てに活かせる遊びや季節のイベント
■子どもすこやか広場事業（どろんこ子ども会）
児童に、放課後や長期休みに学校や家庭以外の学びの機会と遊びの場を提供する。
　・日常活動　月～金曜日の放課後　　会員数：26人
　　　          　1年（5人）2年（11人）3年（2人）4年（2人）5年（5人）6年（1人）
　・長期休み活動（春・夏・冬休み期間）
　　　春休み 　62人
　　　　　　　　　1年（9人） 2年（17人）3年（16人）4年（7人）5年（8人） 6年（5人）
　　　夏休み　　83人
　　　　　　　　　1年（23人）2年（18人）3年（20人）4年（7人）5年（10人）6年（5人）
　　　冬休み　　38人
　　　　　　　　　1年（8人）2年（10人）3年（8人）4年（4人）5年（4人）6年（4人）
■給食・おやつ事業
　長期休み期間給食（春・夏・冬休み期間中に実施）
　日数：２６日　　食数：１,６６０食
　手づくりおやつ（長期休み期間を除き、毎週2回実施）　
　日数：７２日　　食数：１,９６０食
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

【文化遺産活用課】

①文化財調査研究事業 ６２,603
（３３，８２１）

・ 文化財の調査を実施し、文化財の保存を図る。 池上曽根遺跡をはじめ市内遺跡の発掘調査を実施した。

②文化財保護事業 709
（３７９）

・ 指定文化財の防災設備の点検にかかる費用の補助を行う。
また、和泉市指定文化財和泉市旧町村役場公文書の補修を行う。

「泉北郡信太村全図　地番王子町」（市指定文化財・和泉市旧町村役場公文書）の補修を実
施した。

③市史編さん事業 17,027
（１３，９１１）

・ 令和8年4月の文書館機能開設に向けた準備を進める。また、学校教育室と連携して、郷土
史読本の活用を図る。

令和8年4月の「文書館」機能開設/にむけ、市史編さん室のまなびのプラザへの移転、利用
等の規則制定、歴史館規則の改正、デジタルアーカイブの構築を行った。

④史跡整備事業 156,828
（2４５,９９

０）

・ 史跡池上曽根遺跡再整備計画および第2期整備基本設計・実施設計にもとづき、（仮称）池
上プレイステージの整備をすすめる。

令和8年4月の一部供用開始にむけ、池上曽根史跡公園の東入口広場、管理用入口広場、
園路等の整備を実施した。

⑤歴史遺産活用事業 3,010
（3,１２０）

・ 文化財を活かして地域活性化や観光振興をはかるため、和泉・信太森ヒストリータウン事業
に取り組む。

3月1日いずみ歴史ウォーク「信太の森の古墳たち～丸笠山古墳と伯太の旧跡を訪ねて～」
を開催した。また、YouTube和泉市文化財ＴＶの動画コンテンツの充実をはかった（信太
の森の鏡池史跡公園協力会語り部部会による創作紙芝居4動画）。

⑥史跡公園管理運営事業 17,323
（２１，２１７）

・ 池上曽根史跡公園と信太の森の鏡池史跡公園の管理運営を通じて、歴史文化学習の場を
提供するとともに、地域活性化の場としても活用を図る。

寺子屋いずみを開催し、歴史文化学習の場を提供した
　池上弥生情報館　　第1回11人、第2回13人
　信太の森ふるさと館　第3回31人、第4回13人

⑦いずみの国歴史館管理運営事
業

47,735
（３５，５００）

・ 2025大阪・関西万博に合わせたミニ展示や市史第５巻『府中地域の歴史と生活』にちなん
だ展示を実施する。また展示ケースのクロス張り替え工事を実施する。

4月1日～8月25日「ちょっとむかしの和泉市～1970年大阪万博のころ～」展
　入館者２４００人  
11月30日～1月25日　「いきものなかの浮世絵展」（久保惣記念美術館と連携企画）
　入館者2513人　スタンプラリー引替数185　
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

【久保惣記念美術館】

①美術館管理運営事業 2４２,８１２
（２２９,２４

２）

・ 日本及び中国などの美術工芸品の収集・保存を進めるとともに、特別展1回のほか特別陳
列1回、常設展3回を開催する。

・ 特別展では「Over The Waves－南蛮・万博・ジャポニスム－」と題し、日本と欧米の交流
を示す桃山時代から明治時代にかけての作品について、国内の博物館等から集め開催す
る。

・ 国宝、重要文化財を陳列する特別陳列「浮世絵の黄金時代－蔦屋重三郎と写楽・歌麿－」
のほか、常設展「ようこそオーサカ、ようこそニッポン－なにわ名所と物産図絵－」、常設展
「上方ブロマイド－役者絵と美人画－」、常設展「江戸のポップ・カルチャー「浮世絵」ー江戸
から現在へ－」を開催する。

・ インバウンド戦略に活かすため、万博会場で働く外国人をターゲットに、美術館観覧及び文
化体験ができるモニターツアーを実施する（令和6年度契約・令和7年度実施）。

■インバウンドモニターツアー
実施日：８月３日　参加者15人(中国12人、香港1人、フランス1人、ベトナム1人）
　　　　　9月7日　参加者11人（中国3人、インドネシア8人）

・ 国の登録有形文化財建造物である茶室の改修工事（Ⅱ期）の実施設計を実施する。 ■茶室の改修工事（2期）
実施設計図書（案）は作成完了。現在、建築住宅室で検査中。
3月中旬の業務完了に向け、業務履行中。

・ 市民創作教室及び市民ギャラリーの空調設備改修工事並びに来館者用駐車場整備工事を
実施する。

■市民創作教室等の空調設備改修工事、来館者用駐車場整備工事
空調改修工事：11月に工事を完了し12月より利用再開。
駐車場整備工事：1月に工事を完了し、11月より順次利用再開。

■特別展「Over The Waves－南蛮・万博・ジャポニスム－」を開催。
　開催期間：9月7日～１１月３日　来館者数7,470人
■特別陳列「浮世絵の黄金時代－蔦屋重三郎と写楽・歌麿－」を開催。
　開催期間：4月3日～6月8日　来館者数5,868人
■常設展「ようこそオーサカ、ようこそニッポン－なにわ名所と物産図絵－」を開催。
　開催期間：6月22日～8月17日　来館者数4,103人
■常設展「上方ブロマイド－役者絵と美人画－」を開催。
　開催期間：11月30日～1月25日　来館者数3,997人
■常設展「江戸のポップ・カルチャー「浮世絵」ー江戸から現在へ－」を開催中。
　開催期間：2月8日～3月22日
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

【スポーツ振興担当】

①スポーツ普及・体力向上事業 48,072
（38,727）

・ 小・中学校体育施設開放事業により、スポーツをする環境の提供を行う。 ■小・中学校体育施設開放事業
スポーツする環境と機会の提供を実施。

・ 【新規】学校施設開放事業における施設の予約・抽選システムおよびスマートロックを導入
する。

■学校体育施設開放事業システム導入
令和８年４月からシステムを導入し、空き枠申し込みができるよう構築作業を行っている。

・ スポーツ推進委員によるニュースポーツ教室等スポーツイベントを企画し、実施する。　 ■各種スポーツ教室　（令和８年２月末現在）
ニュースポーツ教室（１０８名参加）を実施。
春季歩こう会（３０名参加）を実施。
秋季走り方教室（２３名参加）を実施。
今後もニュースポーツフェスタ、春季走り方教室等を企画。

・ 近畿・全国・世界大会等出場者にスポーツ振興奨励費を交付する。 ■スポーツ振興奨励費を交付
個人１１３件　団体３件

・ 第７3回信太山クロスカントリー大会等スポーツイベントを通じて、健康増進等を図る。 ■信太山クロスカントリ―大会in大阪和泉
令和８年１月１１日（日）に実施
（ゲスト・アテネ五輪金メダリスト野口みずき）
参加者1,3４６名

・ 地域の実情に合わせた部活動の地域展開等の部活動改革を進めるため、部活動地域展開
推進計画の策定に取り組む。

■部活動地域移行計画策定委員会を開催
令和7年１2月１７日（水）に実施
和泉市部活動地域展開推進計画案の内容について議論いただき、１月に答申書の提出を
うけた。

・ 東京オリンピック・パラリンピック競技大会の事後交流型ホストタウンのセネガル共和国
と、こども達を中心に大阪・関西万博会場での交流および和泉市内での音楽・スポーツを
通じた交流を実施する。

■セネガル共和国との万博会期中・会期前交流
期間：令和７年７月２４日（木）万博会場内いのちパークにて音楽交流イベント実施
　　　 令和７年７月２６日（土）和泉シティプラザにて万博会場での交流成果を和泉市民に
　　　還元するイベントを実施
　　　 令和７年１１月２４日（日）関西トランスウェイスポーツスタジアムにてサッカー交流
　　　イベント実施

・ プロスポーツの観戦機会を提供する。 ■和泉市民観戦デーの開催
セレッソ大阪（令和７年９月２０日（土）・２５１名参加）
オリックスバファローズ（令和７年８月１５日（金）～８月１７日（日）・６０１名参加）
アルバモス大阪（令和７年１０月１１日（土）・５６名参加）
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要 事業実施状況（R8.1.30時点）

②体育施設管理運営事業 211,137
（255,618）

・ 体育施設の効率的な管理運営を通じて、施設の活性化と市民サービスの向上を図る。 ■体育施設管理運営
指定管理者による民間ノウハウを活用し、施設の活性化と市民サービスの向上に繋がるよ
う定例会議を実施。

■和泉市温水プール事業の廃止について
和泉市議会第４回定例会　厚生文教委員会協議会において、和泉市温水プール事業の廃止
について報告を行った。
【内容】
社会ニーズの変化による民間施設の充実に伴う公共施設としての役割減少や社会情勢の
変化に伴う利用者数の減少、また、老朽化に伴う施設の維持管理コストの増大を踏まえ、
現指定管理期間（令和６年度～令和１０年度）の終了をもって、温水プール事業を廃止し、
廃止後の施設について、民間サービスの活用も含め、今後、利活用策を検討。

・ 誰もが身近にスポーツを行える環境の充実として、（仮称）北部総合スポーツ公園基本構想
の策定に取り組む。

■（仮称）北部総合スポーツ公園基本構想
市民アンケート調査及び外部団体ヒアリングやパブリックコメント等を経て、令和８年３月
に基本構想策定を予定している。
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要

【生涯学習担当】

①コミュニティセンター管理運営
事業

98,193
（46,908）

・ 施設の維持管理と文化活動及びコミュニティ活動のための貸館業務を実施する。
非常用発電設備及び空調設備の改修を行う。

②国際交流事業 6,2１０
（19,052）

・ 友好都市・中国江蘇省南通市、姉妹都市・米国ミネソタ州ブルーミントン市との交流を通じ、相互理解と友好
親善を深め、国際感覚を養うことにより、国際化に対応できる人材の育成に取り組む。
令和８年度は姉妹都市であるブルーミントン市から学生10名を受け入れる。

③文化芸術振興事業 1９,６0２
（36,990）

・ 市民の自主的な文化芸術活動促進のため、和泉市文化協会に活動補助金を交付する。
いずみ太鼓の振興と発展、市民参加促進のため「いずみの国太鼓クリエイション」を開催する。
市政７０周年を記念し、和泉シティプラザにおいて、和泉市文化協会との連携により、伝統文化である華道
や陶芸などを体験できるイベントを開催する。

④市民文化祭事業 ４,０３６
（3,825）

・ 市民文化の向上と発展を促進するため、市民文化祭を開催する。

⑤生涯学習センター管理運営事業 564,８５０
(533,433)

・ 和泉市生涯学習センター（生涯学習センター及びサポート館）施設の維持管理と各種教室・ホール事業等を
実施する。
生涯学習センターの空調、電気設備、電子錠や警報機器など、様ざまな設備を総合的に監視し、管理・制御
する中央監視装置リモートシステムの更新業務を実施する。
和泉シティプラザにおいて、市政７０周年を記念する公開番組を招致する。

⑥社会教育研究調査事業 2,1２５
（2,221）

・ 市ＰＴＡ協議会に活動補助金を交付する。
社会教育活動の振興・発展を図るために必要な調査・研究を目的に、社会教育委員会議を開催する。

令和8年度 生涯学習部関係の主な事業概要について

資料２
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要

⑦生涯学習講座事業 1,7７１
（1,740）

・ 市民の生涯学習機会の充実を図るため、各種講座・教室を開催する。

⑧識字施策推進事業 4,06６
（4,004）

・ 「和泉市識字推進指針」に基づき、識字施策を総合的に推進する。また、外国人の日本語学習をサポートす
る日本語サロンを開催する。

⑨生涯学習推進計画進行管理事
業

2,３１１
（8,298）

・ 利用者の更なる利便性向上を図るため、生涯学習に関する様ざまな学びの機会に関わる情報を集約・発信
するＷＥＢサイトである「まNAVI」の運用を行う。

⑩青少年健全育成支援事業 5,５５０
（5,681）

・ 青少年の犯罪防止や「こども１１０番の家」運動、地域における青少年指導者の育成等を図る。

⑪はたちのつどい事業 2,17７
（2,129）

・ 20歳になることを祝い励ますため、はたちのつどいを開催する。

⑫青少年の家・槇尾山森林浴コー
ス管理運営事業

771,351
（45,525）

・ 槇尾山森林浴コースの管理運営を実施する。
令和９年４月のリニューアルオープンを目指し、改修事業（工事、備品購入等）を行う。
名称についても、「槇尾山レクリエーションセンター」へ改称（令和９年４月予定）を行う。
槇尾山森林浴コース芝生広場付近の法面（のりめん）が崩落したため、崩落個所の本復旧工事を実施する。

⑬図書館管理運営・読書振興事業 399,908
（348,397）

・ ２館２室（和泉図書館・シティプラザ図書館・南部リージョンセンター図書室・北部リージョンセンター図書
室）に指定管理者制度を導入し、市民のニーズを把握しながら、市民の知りたい情報や快適な読書空間を提
供する。
子どもの読書活動推進のための事業を実施するとともに、「和泉市生涯学習･スポーツ推進計画」に基づ
き、「和泉市子どもの読書活動推進協議会」を開催する。
令和９年４月開校予定の（仮称）富秋学園において、図書館の地域開放を行う。

⑭子どもの読書活動推進事業 ・ 「⑬図書館管理運営・読書振興事業」に統合
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要

【青少年センター】

①青少年センター管理運営事業 9,348
（9,607）

・ 青少年センターの効率的な管理運営を通じて、施設の活性化と青少年の健全育成を図る。

②青少年学習活動推進事業 1,828
（2,077）

・ 青少年の学習活動を推進するため、多様な学習・体験・交流の機会を提供する。

③青少年自主活動支援事業 752
（752）

・ 青少年の自主活動促進、人権学習、ボランティア活動やレクリエーション活動の育成・支援を行う。

④青少年センター子育て支援事業 17,897
（17,843）

・ 保護者の子育て支援のため、学習機会の提供や子どもが安全に活動できる場を提供する。
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要

【文化遺産活用課】

①文化財調査研究事業 38,105
（62，603）

・ 市内遺跡など文化財の調査を実施し、文化財の保存を図る。

②文化財保護事業 913
（７0９）

・ 指定文化財の防災設備の点検にかかる費用の補助を行う。
また、和泉市指定文化財に対し修理費の補助を行う。

③市史編さん事業 24,454
（１7，027）

・ 令和8年4月から「文書館」機能およびデジタルアーカイブシステムの運用を開始するとともに、デジタル
アーカイブのコンテンツの充実を図る。また、『和泉市の歴史』第9巻や市制施行70周年記念誌を刊行す
る。

④史跡整備事業 101,471
（156,828）

・ 史跡池上曽根遺跡再整備計画および第2期整備基本設計・実施設計にもとづき、（仮称）池上プレイステー
ジの整備をすすめる。信太貝吹山古墳について整備に係る基本計画を策定する。

⑤歴史遺産活用事業 2,610
（3,０10）

・ 文化財を活かして地域活性化や来訪促進をはかるため、和泉・信太森ヒストリータウン事業に取り組む。

⑥史跡公園管理運営事業 19,493
（１7，323）

・ 池上曽根史跡公園と信太の森の鏡池史跡公園の管理運営を通じて、歴史文化学習の場を提供するととも
に、地域活性化の場としても活用を図る。また、大阪府や泉大津市と連携し、池上曽根遺跡史跡指定50周
年記念事業を実施する

⑦いずみの国歴史館管理運営事業 15,000
（47，735）

・ 「文書館」機能のオープンや市制施行70周年を記念した特別展示や池上曽根遺跡史跡指定50周年にちな
んだ展示を実施する。また歴史館内展示ケースのアートソーブ（専用調湿保存財）を新調する。
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要

【久保惣記念美術館】

①美術館管理運営事業 ２５７，６０４
（2４２,８１２）

日本及び中国などの美術工芸品の収集・保存を進めるとともに、特別展2回のほかコレクション特別陳列展
（特別陳列）1回、コレクション企画展（常設展）1回を開催する。

7月から開催する特別展では、「初！全点一挙公開　久保惣の西洋絵画ーモネ、ルノワール、ゴッホをはじめ
としてー」と題し、美術館が収蔵する印象派絵画を中心とする作品25点を一堂に公開する。10月からの特
別展「Ocean View・横須賀ストーリーー横須賀美術館コレクション展ー」では、横須賀美術館が所蔵する、
梅原龍三郎、佐伯祐三などの日本の近現代を代表する画家たちの作品を借用し、日本の絵画の魅力を鑑賞
する展覧会とする。

コレクション特別陳列展（特別陳列）「北斎・広重－絶景頂上決戦－」では北斎と広重の風景画に加え国宝、
重要文化財を陳列し、コレクション企画展（常設展）として「茶の湯の美－千利休が開いた世界－」を開催す
る。

国の登録有形文化財である久保惣記念美術館の茶室について、茶室耐震補強工事（２期）を実施する。（R8
～9年度）

久保惣記念美術館運営ビジョンに基づき、本市が誇る文化財としての魅力を更に高めるため、施設のリ
ニューアル基本計画を策定する。

市制70周年を記念し、久保惣記念美術館において初となるプロジェクションマッピング、ナイトミュージア
ム及び猫のアートコンクールなどを実施する。
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事 業 別 区 分 金額　(千円)
(前年度予算)

事業概要

【スポーツ振興担当】

①スポーツ普及・体力向上事業 53,224
（48,072）

小・中学校体育施設開放事業により、スポーツをする環境の提供を行う。
令和８年４月に導入予定のシステムから、オンラインで利用申し込みができるようにし、希望者の利用促進
を図る。

スポーツ推進委員によるレッツエンジョイ！ニュースポーツ等スポーツイベントを企画し、実施する。

近畿・全国・世界大会等出場者にスポーツ振興奨励費を交付する。

第７４回信太山クロスカントリー大会等スポーツイベントを通じて、健康増進等を図る。

【新規】市制７０周年記念イベントとして、第７４回信太山クロスカントリー大会においてライブ中継を実施す
る。

【新規】ウォーキングアプリを登録した市民が、市内に設定したウォーキングコースを巡ることで電子地域ポ
イントを獲得でき、買い物等に活用できる仕組みを構築する。

プロスポーツの観戦機会を提供する。

②体育施設管理運営事業 300,711
（211,137）

体育施設の効率的な管理運営を通じて、施設の活性化と市民サービスの向上を図る。

誰もが身近にスポーツを行える環境の充実として、（仮称）北部総合スポーツ公園基本計画の策定及び
PPP/PFI導入可能性調査実施に取り組む。
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令和７年度 社会教育委員会議・研修等の実施状況について 

 

日 時 内    容 

令和７年9月５日（金） 

近畿地区社会教育研究大会（和歌山大会） 

研究主題：人の和と地域の和 

       ～全世代の主体的な学びを支える社会教育～ 

場所：和歌山県民文化会館 和歌山県自治会館 

※気象警報等発令のため中止 

令和7年１１月２７日（木） 

大阪府社会教育研究会議 

内容：①講演「教育コミュニティ」づくりの新たな展開 

   ～「オモロイ」社会教育のために社会教育委員ができること～ 

②グループ協議 

場所：大阪府立中之島図書館 

令和8年2月１９日（水） 

泉北・泉南地区各市町社会教育委員研修会 

内容：①講演 

「人が育ちあう地域社会をつくる～社会教育委員の役割～」 

    ②キテーネホール、かむかむプラザ（熊取町公民館）見学 

場所：熊取町文化ホール（キテーネホール） 

令和 8年3月3日（火） 第１回和泉市社会教育委員会議 

 

資料３ 



 

 

令和８年度 社会教育委員会議・研修等のスケジュールについて 

 

日 時 内    容 

令和８年１０月２８日

（水）～３０日（金） 

○第６８回全国社会教育研究大会大阪大会 

○近畿地区社会教育研究大会（大阪大会） 

 場所：大阪府堺市（国際障害者交流センター（ビッグ・アイ） 他） 

日時未定 

（令和８年 1１月 

～令和９年2月頃） 

○大阪府社会教育研究会議 

場所：未定  

日時未定 
○泉北・泉南地区社会教育委員研修会（当番市：泉大津市） 

場所：未定 

日時未定 
○和泉市社会教育委員会議 

年２回程度開催予定 

 

資料４ 


